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安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

小 野 里 建 築

㈲ＭＭ製作所

小野里　勝　敏

自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8

TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

阿賀グリーン
〒959-4605  阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://www.hokuetsu-metal.com/

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地　TEL0254-99-2618

株式会社

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

 〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

ひとと人をつなぐ総合建設業

お と り 店

遊漁証販売はこちらで

さけ・さくらます放流状況

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規
制
が
解
除
さ
れ
て
の
安

ど
感
も
つ
か
の
間
。東
京
で
は
、
連
日
二
百
人
を
超
え
る

新
規
感
染
者
が
出
て
お
り
ま
す
。

　
又
、
新
た
な
感
染
者
も
確
認
さ
れ
、
県
全
体
で
百
人
を

超
え
、ま
だ
ま
だ
収
束
の
目
途
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
中
、
今
年
も
ア
ユ
の
解
禁
を
迎
え
ま
し
た
。試

し
釣
り
は
近
年
に
な
く
良
好
で
、
大
い
に
期
待
の

膨
ら
む
と
こ
ろ
で
す
が
、
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ

ま
せ
ん
。活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
、九
州
地
方

の
河
川
氾
濫
は
尋
常
で
な
く
、
大
き
な
被
害
状
況

が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。早
期
の
復
興
と
清

ら
か
な
流
れ
が
一
刻
も
早
く
蘇
る
よ
う
念
願
し
て

お
り
ま
す
。 （
委
員
長
　
佐
久
間
勇
夫
）

～東蒲原とともに  創業七十年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新潟県東蒲原郡阿賀町五十沢1302-1
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

代表取締役 齋 藤　正 人

【さけ】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

306,067

30,758

10,252

91,407

78,844

30,996

10,989

252,564

811,877

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保 右岸

阿賀町五十沢 名知阿美橋

阿賀町五十島 耕地橋

五泉市川内地区 赤里堰堤

五泉市水戸野頭首工下流

阿賀野市百津地区

阿賀野市沢田地内

新潟市秋葉区 満願寺閘門下流

3.6

3.6

3.6

2.22

2.22

3.29

3.6

3.6

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

仙 見 川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

【さくらます】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

18,654

18,425

37,079

尾

尾

尾

阿賀町五十沢、古館

五泉市川内

3.25

3.25

新谷川

早出川

合　計

ご協賛ありがとうございました。
御社のご繁栄をお祈り致します。

（阿賀漁協役員一同）

令和２年度第五種放流計画及び実績
【アユ】

放流月日
5.18、6.2、
6.4、6.19

6.3
6.3
6.3
6.3

6.3、6.4、
6.19

5.18、6.2、6.4
6.4
6.2
5.18

放流場所
阿賀町新谷、古館、細越、
五十沢、川口 
阿賀町下綱木  
阿賀町中ノ沢  
阿賀町谷沢  
阿賀町五十島  
阿賀町津川、白崎、五十島、
五泉市馬下、論瀬
五泉市小面谷、松野  
五泉市杉川
五泉市夏針
五泉市高石  

河川名 放流量

魚  種 義務放流量 委託放流量 放流月日

11月

8月

6.19

4.17

7.14

10月

※阿賀漁協分のみです。他に阿賀野川水系遊漁券協議会分があります。
※上記の他に、やまめ 川内地区自主放流分1,800尾あり。

新 谷 川

綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川

阿賀野川

早 出 川
杉 川
仙 見 川
高 石 川
合　計

ふ な

にじます

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

444

25
25
59
25

359

142
38
20
20

1,157

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

135

110

8,135

9,135

1,849

30

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

27

20

2,010

2,010

201

10

※令和２年３月末の進捗率 29％

販　売　店 住　所 電話番号
本 間 釣 具 店 黒 崎 店

上 州 屋 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

鶴 巻 お と り

鈴 木 釣 具 店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿賀野市小松

聖 籠 町 蓮 野

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 白 崎

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

090-8683-6584

0254-27-2639

0254-94-1177

0254-94-5955

0254-99-2620

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

販　売　店 住　所 電話番号

鶴 巻 お と り

長 谷 川 お と り

長 谷 川 お と り

鮎久（五十嵐おとり）

阿賀野市小松

阿賀町広谷甲

常浪川と柴倉川

阿 賀 町 細 越

090-8683-6584

0254-95-2819

090-8007-0429

090-1533-9666

【内訳】
中間育成分556㎏、購入分220㎏、委託分
201㎏、協議会分180㎏　計1,157㎏
（義務放流288.5㎏、組合自主放流315.5㎏、
川内地区 自主放流22㎏、三川地区 自主
放流70㎏、阿賀町助成80㎏　計776㎏　
委託分201㎏、協議会分180㎏）

早出川 松野橋 アユの放流（R2.6.4）

手塩にかけた鮭稚魚放流に、感無量な増殖員

ふ化場便り

ふ

化

場

便

り

　
去
年
、
管
理
釣
り
場
で
二
十
年
以
上

ぶ
り
に
魚
が
釣
れ
た
感
触
が
う
れ
し
く
て
、

も
っ
と
楽
し
み
た
い
と
釣
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
釣
り
が
あ
る
な
か
で
も
渓
流
釣

り
に
魅
力
を
感
じ
、
初
心
者
な
が
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
情
報
を
集
め
て
安
全
第
一
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
綺
麗
で
雄
大
な
自
然
の
中
、
渓
流
釣
り
を
楽
し
め
る
こ
と

は
阿
賀
野
川
水
系
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。渓
流
釣
り
を
し

て
い
る
と
腕
や
経
験
の
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

も
っ
と
魚
影
が
濃
い
と
い
い
の
に
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
先
少
し
で
も
魚
が
増
え
る
環
境
に
な
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。 

（
下
条
地
区
・
波
多
野
　
亮
）

今
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
言
啓
上
!!

組
合
員
広
場

　
今
年
は
、鮭
も
ア
ユ
も
極
め

て
順
調
で
し
た
。大
き
な
要
因
と
し
て
、

暖
冬
少
雪
か
ら
天
候
の
安
定
。鮭
採
卵

の
技
術
向
上
と
良
質
な
ア
ユ
稚
魚
の
搬

入
な
ど
、
全
体
的
に
安
定
し
た
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
次
年
度
の
課
題
と
し
て
は
、
冬
季
間

の
管
理
体
制
と
し
て
、作
業
路
の
消
雪
・

自
動
餌
く
れ
機
の
導
入
検
討
・
池
周
辺

の
除
草
作
業
・
飼
育
間
期
の
池
利
用
な

ど
効
率
的
な
施
設
運
営
を
望
み
ま
す
。

子
供
た
ち
向
け
の
、
ミ
ニ
釣
り
堀
な
ど

も
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
効
果
的
で
は
と

思
い
ま
す
。 

（
金
子
増
殖
委
員
長
）

セブンイレブン阿賀三川店
〒959-4636 阿賀町石間3881-4

TEL　0254-92-7312

　
第
六
十
一
回
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

　新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
、書
面
議
決
へ

　全
議
案
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
る

　
待
っ
た
な
し
!!
第
三
次
改
革
に
着
手

　座
し
て
死
を
待
つ
の
か
？

　全
組
合
員
の
英
知
が
必
要

　
五
種
義
務
放
流
事
業
　
大
き
く
方
向
転
換

　補
殖
委
託
事
業
の
見
直
し
か
ら
、各
単
協
大
幅
負
担
増
へ
！

　
神
田
参
事
退
任
へ

　組
合
運
営
に
尽
力
十
一
年
間
の
功
績
に
感
謝

　功
労
金
が
付
与
さ
れ
た

　
何
と
も
や
り
切
れ
な
い
思
い
だ
。
拉
致
被
害
者
家
族
の
「
横
田
滋
さ
ん
」
が
亡
く
な
っ
た
。
な
ん
と
い
う
人

生
だ
っ
た
ろ
う
。
あ
の
国
が
拉
致
を
認
め
て
か
ら
二
十
年
。
行
方
不
明
か
ら
四
十
年
の
月
日
が
経
つ
。
何
の
た

め
の
人
生
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
と
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
で
あ
る
。
ご
子
息
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
「
一
家
族
の

問
題
で
は
な
い
。
国
と
国
と
の
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
其
の
上
で
、
国
・
政
府
を
責
め
る
文
言
は
一

切
な
か
っ
た
。
か
み
し
め
る
よ
う
に
人
に
配
慮
し
た
受
け
答
え
に
は
感
動
さ
え
覚
え
た
。

　
さ
て
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
世
界
か
ら
見
放
さ
れ
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
国
に
、
国
際
協
定
も
ル
ー
ル
も
な
い
。

日
本
人
は
、
何
時
か
ら
怒
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
他
に
も
、
韓
国
問
題
、
中
国
の
尖
閣
侵
犯
。
ロ
シ
ア

北
方
領
土
交
渉
。
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
す
べ
て
が
受
け
身
外
交
で
あ
る
。
ま
ず
、
な
す
べ
き
は
、
日
本
の
威

厳
の
復
活
以
外
に
な
い
。
日
本
人
は
、
人
を
一
に
、
己
を
二
と
考
え
る
こ
と
を
美
徳
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

世
界
に
誇
れ
る
優
れ
た
文
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
あ
の
国
に
通
用
す
る
だ
ろ
う
か
。
今
こ
そ
日
本
人
が
怒
る
時
で
あ
る
。
妻
、「
早
紀
江
さ
ん
」
も
ご

高
齢
で
、
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
先
進
国
で
あ
る
。
世
界
に
対
す
る
貢
献
度
は
、
す

べ
て
の
分
野
に
お
い
て
他
国
を
圧
し
て
い
る
。
何
も
臆
す
る
こ
と
は
な
い
。
堂
々
と
乗
り
込
ん
で
、
日
本
人
が

本
気
で
怒
っ
て
い
る
こ
と
を
。
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
が
日
本
に
あ
る
こ
と
を
。
困
窮
す
る
経
済
問
題
か
ら

餓
死
者
三
百
万
人
に
も
な
る
と
の
報
道
も
聞
く
。
時
間
の
な
い
の
は
貴
方
の
国
だ
と
。 

〈
代
表
理
事
〉

日
本
人
よ
怒
れ
!!

　各階層から来賓の皆様、そして組合関係者方々の参加を頂き、和気藹々の中、無事
挙行致すことが出来ましたことをまずもって御礼申し上げます。
　全国の内水面漁業を取り巻く環境は、益々厳しさを増し、存亡の危機といって過言
ではありません。これに加え、新型ウイルス蔓延という新たな状況の中どう組合を動
かしゆくのか。義務放流のあり方や、組合環境の変革など、大転換を求められるなか
ではございますが、組合員一丸となって頑張って参りますので今後とも変わらぬご指
導ご鞭撻をお願い申し上げます。

阿賀野川漁業協同組合法人設立60周年記念式典及び祝賀会

・平成29年度から阿賀野川を横断する（仮称）白川大橋の橋台工事に着手し、

令和１年度までに両岸の橋台２基（Ａ１・Ａ２）が完成しました。

・平成30年度から河川内のＰ２橋脚工事に着手し現在施工中です。

・河川の汚濁や周辺環境に対して最大限配慮のうえ工事を実施していますので、

引き続き工事へのご理解・ご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。

・事業位置：東蒲原郡阿賀町川口～吉津地内

・事業延長：810ｍ（うち橋梁部253ｍ）

・総事業費：約63億円（令和２年３月末時点）

・事業期間：平成23年～令和５年頃（予定）

（仮称）白川大橋進捗状況

阿賀野川漁業協同組合法人設立60周年記念式典及び祝賀会

法人設立60周年記念式典盛大に挙行!!

主要地方道 新発田津川線 白川道路 概要
川口

吉津

Ａ１橋台

Ｐ１橋脚
Ｐ２橋脚

Ａ２橋台

図１．完成イメージ

五泉市マリエール

阿賀野川水系アユ放流状況（令和２年）

資料提供：津川地区振興事務所

阿賀野川

阿賀町津川（麒麟橋下流） 90 ㎏

阿賀町白崎（舟下り乗船場） 34 ㎏

阿賀町五十島（五十島橋） 63 ㎏

五泉市馬下（馬下橋下流） 42 ㎏

五泉市論瀬（阿賀野川橋上流） 130 ㎏

新 谷 川

阿賀町新谷（キャニオンパーク下流） 30 ㎏

阿賀町新谷（金山橋） 30 ㎏

阿賀町新谷（新谷橋） 42 ㎏

阿賀町古館（古館橋） 38 ㎏

阿賀町細越（細越橋） 38 ㎏

阿賀町五十沢（名知阿美橋） 125 ㎏

阿賀町五十沢（五十沢橋） 90 ㎏

阿賀町川口（寿橋） 51㎏

綱 木 川

阿賀町綱木（下綱木大橋） 25 ㎏

中ノ沢川

阿賀町中ノ沢（上島橋） 25 ㎏

谷 沢 川

阿賀町谷沢（谷沢橋） 25 ㎏

阿賀町谷沢（新栄建設資材置場裏） 34 ㎏

五十母川

阿賀町五十島（五十島地先） 25 ㎏

高 石 川

五泉市高石（高石川橋） 20 ㎏

早 出 川

五泉市小面谷（中川原橋） 42 ㎏

五泉市松野（松野橋上流） 40 ㎏

五泉市松野（新水橋） 60 ㎏

杉　　川

五泉市杉川（春水橋） 38 ㎏

仙 見 川

五泉市夏針（河川公園前） 20 ㎏

令和２年の阿賀野川水系総放流量は、1,788㎏です。

内訳は右記のとおりです。

●本流域　468㎏（谷沢川/中ノ沢川/五十母川を含む）

●早出川　220㎏（杉川/仙見川/高石川/川内地区自主放流22㎏を含む）

●新谷川　469㎏（綱木川/三川地区自主放流70㎏/阿賀町80㎏を含む）

●常浪川　631㎏（東蒲漁協）

和やかに60年を振り返る 阿賀野川混声合唱団による演奏
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令和元年度収支決算の概要（1,417千円の赤字）

令和２年度収支予算の概要（前年度対比　590千円増）

（単位：千円）

組合員885人×7,000円

さけ、さくらます特別賦課金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料等

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

採捕場設備、ふ化場資材費等

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 入 漁 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

そ の 他

特別積立金戻入

合　　計

5,964

3,244

112

168

1,250

986

8,761

1,573

1,221

227

23,506

 

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

支 払 賦 課 金

増 殖 経 費

遊漁券協議会経費負担金

増殖施設整備費

施 設 費

減 価 償 却 費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

法 人 税 等

合　　計

6,346

1,009

1,005

2,176

464

539

85

227

546

215

6,730

5,076

180

24,923

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、60周年記念式典、連絡員手当等

県内水面漁連賦課金

サケ15万尾、サクラマス1.8万尾稚魚代

100円×組合員数852人

採捕場設備、ふ化場資材費等

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

法人税

（単位：千円） （単位：千円）

賦 課 金

特別賦 課 金

受 入行使 料

受 入手 数 料

受 入 入漁料

受 入補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

そ の 他

特別積立金戻入

合 計

5,600

4,016

104

173

500

933

8,500

2,176

325

500

22,829

組合員800人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

退職功労金

人 件 費

旅費交通費

事 務 費

業 務 費

支払賦課金

増 殖 経 費

５種義務放流費

施 設 費

減価償却費

繁殖保護費

事業外費用

そ の 他

合 計

6,669

734

986

657

424

87

958

738

440

5,649

4,294

1,121

22,829

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、連絡員手当等

県内水面漁連賦課金

サクラマス稚魚代8,000尾

1,200円×798人阿賀野川水系遊漁券協議会納入

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費
サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

退職功労金、法人税、ファックス手数料等維持費

第61回通常総代会開催される

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

収　　　入 支　　　出

摘　　　　要

収入

支出

※損失金の一部を特別積立金から充当した。

賦課金20千円減、特別賦課金130千円減、受入入漁料500千円増、
漁業補償金760千円増　全体では、1,267千円増

人件費180千円増、旅費交通費83千円増、事務費13千円増、業務費1,436千円増
増殖経費118千円減、繁殖保護費514千円減　全体では2,684千円増

※特別賦課金について、新たに鮭従事者へ「増殖協力金」をお願いする。
（刺網・流網５千円、かぎ・ごろ３千円、ウライ20千円）

令和２年６月21日（日）五泉市福祉会館
総代総数97名の内、本人出席34名、委任状２名、（内代理１名） 書面議決48名で、16議案を審議し、全て承認された。 ウ～ン…真剣に聞き入る組合員の皆さん
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。
ま
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ま

せ
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組
合
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に
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よ
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一
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懸
命
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張
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す
。
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賀
町
役
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付
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ま
し
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。
出
身
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川
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の
石
間
地
区
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ん
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お
り
ま
す
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然
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や
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行
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楽
し
ん
で
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ま
す
。（
そ
の
後
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懇
親
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目
的
で
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ま
す
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ま
た
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健
康
づ
く
り
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兼
ね
て
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で
野
菜
作
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に
も
精

を
だ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
阿
賀
野
川
支
流
の
河
川

名
、
橋
名
や
場
所
、
漁
業
規
則
等
を
覚
え
、
そ
し
て
自

然
の
中
で
渓
流
釣
り
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
ご
指
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よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
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退
任
の
挨
拶
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新
任
参
事
挨
拶

　
こ
の
度
、
三
月
三
十
一
日
を
も
ち

ま
し
て
組
合
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
在
職
中
（
二
〇
〇
九
年
三
月
六
日

か
ら
十
一
年
間
）
は
、
役
員
は
じ
め
、

地
区
連
絡
員
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご

指
導
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で

大
過
な
く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
二
〇
一
二
年
の
サ
ー
モ
ン
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
事
業
で
ネ
ッ
ト
送
信
に
悪
戦
苦
闘
し
た
こ
と
。

（※

二
〇
一
四
年
以
降
、
同
意
が
得
ら
れ
ず
未
実
施
。）

　
二
〇
一
五
年
に
は
、
岩
谷
ふ
化
場
で
サ
ケ
・
サ
ク
ラ
マ

ス
増
殖
事
業
を
単
独
で
取
り
組
み
、
何
も
無
い
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
関
係
漁
協
の
ご

協
力
に
よ
り
何
と
か
放
流
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
。
そ
の

後
、
ア
ユ
の
中
間
育
成
も
始
め
ま
し
た
が
、
全
て
、
初
め

て
の
事
業
だ
っ
た
の
で
、
水

カ
ビ
対
策
等
を
含
め
飼
育
の

難
し
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
体
力
の
維

持
、
畑
の
草
刈
り
、
秋
に
は

孫
の
好
き
な
イ
ク
ラ
作
り
を

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
組
合
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

新型ウイルス対策で、異例の書面議決で全議案異議なく承認された。

令和２年度
増大する負担金!!

　この事業から五種義務放流へ、（63％）支出できていたも

のが、令和２年度より充当できなくなった。その理由とし

て、県の公金であることから、義務放流に使うことは適当で

ないとの見解である。

　今年から３か年で段階的に減らして、令和５年の漁業権更

新後はゼロ円となる。各単協の負担は増大する。取分け組合

員の多い当組合の負担は尋常ではない。県も、組合員の減少

率から全体的に義務放流量を減らす方向だが、現行27％程

度の減量予想である。更に50％以上の減免をお願いしてゆ

くことにしているが、各単協の思惑もあり、足並みが揃って

いないのが現状である。

委託事業から鮭マス放流を

　阿賀漁協では、県水産課にこの捕殖委託事業から、鮭マス

の放流を行い各単協の放流費の軽減を要望してゆくことにし

ている。

　《新潟県内水面振興計画策定の柱》

　●施策推進の方向性（内水面水産資源の回復）

　●内水面における漁場環境の再生

　●内水面漁業の健全な発展

　●錦鯉養殖業の振興

※大きな４つの柱からなる振興計画は、内容において、いさ

さか具現性がない。特に、「内水面における漁場環境の再

生保全に」力点をおいて臨んだ小生から観ると、物足りな

い内容となった。それは、巨大ダムを持つ阿賀野川におい

て優先課題は、ダムの運用規定である。県は、項目の中で

対応できると言っているが、90年も前に交わした運用契

約に現在も縛られている。毎秒300トンの流量から、近年

では200トン程度に減水したなか、どう河川環境を維持、

再生できるのか疑問だ。直接ダムの運用規定を振興計画に

盛り込むよう力説したが、県は策定全体の中で対応できる

と原案を通した。委員として力不足を痛感した次第だが、

今後もダム関係者等に訴えてゆきたい。

（報告・内水面振興計画策定委員／村山賢二）

趣　　意

　組合員の減少、若者の川離れ等、内水面漁業を取り巻く環境

は、経営を圧迫し存亡の危機と言ってよい。こう言ったなか、生

き残りを賭けた具現性のある抜本的改革は待ったなしである。

　過去二度の改革のような小手先の取り組みでは対応できない。

役員、職員、組合員が現状認識し、組合全体が危機感を共有して

取り組まなければならない。

◆増殖事業の見直し

・捕獲操業期間を限定して効率的運営を行う。（現行は、委託組

合の意向を重視しているため、管理性が低い。これの管理を徹

底して経費の削減につなげる。

◆増殖協力金の導入

・鮭捕獲従事者から、増殖協力金をお願いする。（従来は、サク

ラマスのみお願いしていたが新たに鮭増殖経費へ充当するため）

◆人件費の削減

・職員給与の見直しと、各理事諸活動の効率化から支出の削減を

図る。

※参事退職に伴い新参事を採用した。このために雇用条件

等の改変により現行より若干増額になった。これは将来

的人材確保のためやむを得ないもので、組合員のご理解

を頂きたい。（保険等加入）

◆自主放流の減量（県補殖委託金の削減）

・県補植委託金の使途に対する考え方が変わり、各単協への負担

が増大した。この為、各地区の支流へ自主放流していたものを

大幅減量し、経費の削減を図る。（例…放流数の大幅減）

◆役員数の削減と地区の統廃合（総代地区別割り当て数の変更含む）

・理事定数を、13名から、10名に減数。地区の統廃合を進め、

総代割り当ても適時変更する。

◆昼食代等の圧縮

・現行では、役員、作業員に昼食を提供していたケースが見られ

た。これを全体活動以外認めないことと厳格化する。

◆新規事業への取り組み

・サーモンフィッシングの早期再開と、阿賀流域の物産販売等に

着手する。又、組合員の持つ得意分野への協働を図る。（特産

物の開発、販売等への事業協力など）

　昭和61年頃から三川温泉スキー場入口

付近の新谷川でサケ、サクラマス、アユ

その他魚類の生態調査、採卵増殖放流に

より回帰率向上を目指して簗場、ウライ

を開始しました。

　平成21年からホテルみかわ付近、現在

の場所に観光目的も兼ね運営しております。

　阿賀野川水系唯一の簗場とウライによ

るサクラマス一括採捕ですが、一番の課

題は増水による流木、大量の落葉、ごみ

処理を如何に行うかで捕獲が決まります。

　近年は高齢化により組合員の減少が大

きな問題となっており、運営が厳しい現

状ですが、今後も河川を大切にして魚類

増殖に邁進

するつもり

です。

　管理釣り堀としては、破格の規模を誇り、施設全体は、五町歩（目測）

に及ぶ。釣法は、フライ・ルアーに限定されている。（餌釣り禁止）魚種

も、イワナ・ニジマスに加え、ブラウン系が多く、比較的大型魚が主であった。施設の構成

として、レストハウス・釣り場内には散策路があり、釣をしない人も自由に出入りでき開放

的であった。料金は、時間ごとや、半日、終日とバリエーションに富んでいたが、比較的高

額であった。驚いたのが、周辺の小高い山、丘の一切の草や雑木が伐採されていた。これ

は、動物が住めないようにして、池への動物被害を防ぐも

ので、方法としては理解できたが、環境面や景観からは

少々疑問も残ったが、休耕田を利用し、水源も沢水を取り

入れ、再び沢に戻す循環型の方式には一同に感心させられ

た。ここまで来るには、永い年月と莫大な資金。大変な工

夫と努力が費やされたものであるが、これからの内水面漁

協の向かう方向も垣間見た視察であった。　（藤田理事）

大きく変わる県の補殖委託事業大きく変わる県の補殖委託事業 待ったなし!!三次改革!!（あらまし）待ったなし!!三次改革!!（あらまし）

（林養魚場／福島県西郷村）先 進 地 視 察

規模に圧倒!!

ウライによる
サクラマス
一括採捕

（阿賀町五十沢
五十沢橋上流）

三川地区　阿　部　信　裕

三川地区の取組み

サーモンフィッシング再開を願って

自然景観が映えるフィッシング場

国

へ

の

要

望

・
自
然
再
生
や
環
境
整
備
に
配
慮
し

た
工
事

・
早
出
川
と
阿
賀
野
川
と
の
出
合
地

点
に
膨
脹
す
る
堆
積
砂
の
除
去

・
小
阿
賀
野
川
の
樋
門
、
閘
門
に
魚

道
の
設
置

・
渡
場
床
固
め
に
近
代
的
魚
道
の
設

置
・
カ
ワ
ウ
の
棲
み
か
に
な
っ
て
い
る

樹
木
伐
採
等
の
整
備

・
護
岸
工
事
完
了
後
の
残
骸
の
撤
去

（
草
水
、
釣
浜
地
区
）

新
潟
県
へ
の
要
望

・
早
出
川
ダ
ム
の
夏
期
の
適
正
な
貯

水
量
確
保
と
生
態
系
が
保
持
で
き

る
流
量
の
放
水

・
河
川
工
事
に
お
い
て
、
大
石
を
残

す
な
ど
、
魚
に
や
さ
し
い
環
境
整

備
・
農
業
・
集
落
排
水
の
汚
濁
水
流
入

防
止
策

・
農
業
用
頭
首
工
の
魚
道
整
備
改
善

・
安
野
川
の
護
岸
が
高
い
た
め
川
辺

へ
の
降
り
口
の
設
置

河
川
懇
談
会
要
望

＊
令
和
二
年
度
＊



鱗　　　　　　河 第１４号（3） 鱗　　　　　　河 （2）第１４号

令和元年度収支決算の概要（1,417千円の赤字）

令和２年度収支予算の概要（前年度対比　590千円増）

（単位：千円）

組合員885人×7,000円

さけ、さくらます特別賦課金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料等

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

採捕場設備、ふ化場資材費等

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 入 漁 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

そ の 他

特別積立金戻入

合　　計

5,964

3,244

112

168

1,250

986

8,761

1,573

1,221

227

23,506

 

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

支 払 賦 課 金

増 殖 経 費

遊漁券協議会経費負担金

増殖施設整備費

施 設 費

減 価 償 却 費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

法 人 税 等

合　　計

6,346

1,009

1,005

2,176

464

539

85

227

546

215

6,730

5,076

180

24,923

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、60周年記念式典、連絡員手当等

県内水面漁連賦課金

サケ15万尾、サクラマス1.8万尾稚魚代

100円×組合員数852人

採捕場設備、ふ化場資材費等

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

法人税

（単位：千円） （単位：千円）

賦 課 金

特別賦 課 金

受 入行使 料

受 入手 数 料

受 入 入漁料

受 入補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

そ の 他

特別積立金戻入

合 計

5,600

4,016

104

173

500

933

8,500

2,176

325

500

22,829

組合員800人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

退職功労金

人 件 費

旅費交通費

事 務 費

業 務 費

支払賦課金

増 殖 経 費

５種義務放流費

施 設 費

減価償却費

繁殖保護費

事業外費用

そ の 他

合 計

6,669

734

986

657

424

87

958

738

440

5,649

4,294

1,121

22,829

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、連絡員手当等

県内水面漁連賦課金

サクラマス稚魚代8,000尾

1,200円×798人阿賀野川水系遊漁券協議会納入

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費
サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

退職功労金、法人税、ファックス手数料等維持費

第61回通常総代会開催される

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

収　　　入 支　　　出

摘　　　　要

収入

支出

※損失金の一部を特別積立金から充当した。

賦課金20千円減、特別賦課金130千円減、受入入漁料500千円増、
漁業補償金760千円増　全体では、1,267千円増

人件費180千円増、旅費交通費83千円増、事務費13千円増、業務費1,436千円増
増殖経費118千円減、繁殖保護費514千円減　全体では2,684千円増

※特別賦課金について、新たに鮭従事者へ「増殖協力金」をお願いする。
（刺網・流網５千円、かぎ・ごろ３千円、ウライ20千円）

令和２年６月21日（日）五泉市福祉会館
総代総数97名の内、本人出席34名、委任状２名、（内代理１名） 書面議決48名で、16議案を審議し、全て承認された。 ウ～ン…真剣に聞き入る組合員の皆さん

　
四
月
六
日
か
ら
阿
賀
野
川
漁
業
協

同
組
合
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
一
年
生
で
何
も
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
組
合
の
役
に
立
て
る
よ
う

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
阿
賀
町
役
場
を
三
月
三
十
一
日
付
で
定
年
退
職
い
た

し
ま
し
た
。
出
身
は
旧
三
川
村
の
石
間
地
区
に
住
ん
で

お
り
ま
す
。
自
然
が
好
き
で
登
山
や
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。（
そ
の
後
の
懇
親
会
が
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。）

ま
た
、
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
畑
で
野
菜
作
り
に
も
精

を
だ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
阿
賀
野
川
支
流
の
河
川

名
、
橋
名
や
場
所
、
漁
業
規
則
等
を
覚
え
、
そ
し
て
自

然
の
中
で
渓
流
釣
り
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神

　田

　正

　志

退
任
の
挨
拶

神

　田

　久

　利

新
任
参
事
挨
拶

　
こ
の
度
、
三
月
三
十
一
日
を
も
ち

ま
し
て
組
合
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
在
職
中
（
二
〇
〇
九
年
三
月
六
日

か
ら
十
一
年
間
）
は
、
役
員
は
じ
め
、

地
区
連
絡
員
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご

指
導
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で

大
過
な
く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
二
〇
一
二
年
の
サ
ー
モ
ン
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
事
業
で
ネ
ッ
ト
送
信
に
悪
戦
苦
闘
し
た
こ
と
。

（※

二
〇
一
四
年
以
降
、
同
意
が
得
ら
れ
ず
未
実
施
。）

　
二
〇
一
五
年
に
は
、
岩
谷
ふ
化
場
で
サ
ケ
・
サ
ク
ラ
マ

ス
増
殖
事
業
を
単
独
で
取
り
組
み
、
何
も
無
い
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
関
係
漁
協
の
ご

協
力
に
よ
り
何
と
か
放
流
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
。
そ
の

後
、
ア
ユ
の
中
間
育
成
も
始
め
ま
し
た
が
、
全
て
、
初
め

て
の
事
業
だ
っ
た
の
で
、
水

カ
ビ
対
策
等
を
含
め
飼
育
の

難
し
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
体
力
の
維

持
、
畑
の
草
刈
り
、
秋
に
は

孫
の
好
き
な
イ
ク
ラ
作
り
を

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
組
合
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

新型ウイルス対策で、異例の書面議決で全議案異議なく承認された。

令和２年度
増大する負担金!!

　この事業から五種義務放流へ、（63％）支出できていたも

のが、令和２年度より充当できなくなった。その理由とし

て、県の公金であることから、義務放流に使うことは適当で

ないとの見解である。

　今年から３か年で段階的に減らして、令和５年の漁業権更

新後はゼロ円となる。各単協の負担は増大する。取分け組合

員の多い当組合の負担は尋常ではない。県も、組合員の減少

率から全体的に義務放流量を減らす方向だが、現行27％程

度の減量予想である。更に50％以上の減免をお願いしてゆ

くことにしているが、各単協の思惑もあり、足並みが揃って

いないのが現状である。

委託事業から鮭マス放流を

　阿賀漁協では、県水産課にこの捕殖委託事業から、鮭マス

の放流を行い各単協の放流費の軽減を要望してゆくことにし

ている。

　《新潟県内水面振興計画策定の柱》

　●施策推進の方向性（内水面水産資源の回復）

　●内水面における漁場環境の再生

　●内水面漁業の健全な発展

　●錦鯉養殖業の振興

※大きな４つの柱からなる振興計画は、内容において、いさ

さか具現性がない。特に、「内水面における漁場環境の再

生保全に」力点をおいて臨んだ小生から観ると、物足りな

い内容となった。それは、巨大ダムを持つ阿賀野川におい

て優先課題は、ダムの運用規定である。県は、項目の中で

対応できると言っているが、90年も前に交わした運用契

約に現在も縛られている。毎秒300トンの流量から、近年

では200トン程度に減水したなか、どう河川環境を維持、

再生できるのか疑問だ。直接ダムの運用規定を振興計画に

盛り込むよう力説したが、県は策定全体の中で対応できる

と原案を通した。委員として力不足を痛感した次第だが、

今後もダム関係者等に訴えてゆきたい。

（報告・内水面振興計画策定委員／村山賢二）

趣　　意

　組合員の減少、若者の川離れ等、内水面漁業を取り巻く環境

は、経営を圧迫し存亡の危機と言ってよい。こう言ったなか、生

き残りを賭けた具現性のある抜本的改革は待ったなしである。

　過去二度の改革のような小手先の取り組みでは対応できない。

役員、職員、組合員が現状認識し、組合全体が危機感を共有して

取り組まなければならない。

◆増殖事業の見直し

・捕獲操業期間を限定して効率的運営を行う。（現行は、委託組

合の意向を重視しているため、管理性が低い。これの管理を徹

底して経費の削減につなげる。

◆増殖協力金の導入

・鮭捕獲従事者から、増殖協力金をお願いする。（従来は、サク

ラマスのみお願いしていたが新たに鮭増殖経費へ充当するため）

◆人件費の削減

・職員給与の見直しと、各理事諸活動の効率化から支出の削減を

図る。

※参事退職に伴い新参事を採用した。このために雇用条件

等の改変により現行より若干増額になった。これは将来

的人材確保のためやむを得ないもので、組合員のご理解

を頂きたい。（保険等加入）

◆自主放流の減量（県補殖委託金の削減）

・県補植委託金の使途に対する考え方が変わり、各単協への負担

が増大した。この為、各地区の支流へ自主放流していたものを

大幅減量し、経費の削減を図る。（例…放流数の大幅減）

◆役員数の削減と地区の統廃合（総代地区別割り当て数の変更含む）

・理事定数を、13名から、10名に減数。地区の統廃合を進め、

総代割り当ても適時変更する。

◆昼食代等の圧縮

・現行では、役員、作業員に昼食を提供していたケースが見られ

た。これを全体活動以外認めないことと厳格化する。

◆新規事業への取り組み

・サーモンフィッシングの早期再開と、阿賀流域の物産販売等に

着手する。又、組合員の持つ得意分野への協働を図る。（特産

物の開発、販売等への事業協力など）

　昭和61年頃から三川温泉スキー場入口

付近の新谷川でサケ、サクラマス、アユ

その他魚類の生態調査、採卵増殖放流に

より回帰率向上を目指して簗場、ウライ

を開始しました。

　平成21年からホテルみかわ付近、現在

の場所に観光目的も兼ね運営しております。

　阿賀野川水系唯一の簗場とウライによ

るサクラマス一括採捕ですが、一番の課

題は増水による流木、大量の落葉、ごみ

処理を如何に行うかで捕獲が決まります。

　近年は高齢化により組合員の減少が大

きな問題となっており、運営が厳しい現

状ですが、今後も河川を大切にして魚類

増殖に邁進

するつもり

です。

　管理釣り堀としては、破格の規模を誇り、施設全体は、五町歩（目測）

に及ぶ。釣法は、フライ・ルアーに限定されている。（餌釣り禁止）魚種

も、イワナ・ニジマスに加え、ブラウン系が多く、比較的大型魚が主であった。施設の構成

として、レストハウス・釣り場内には散策路があり、釣をしない人も自由に出入りでき開放

的であった。料金は、時間ごとや、半日、終日とバリエーションに富んでいたが、比較的高

額であった。驚いたのが、周辺の小高い山、丘の一切の草や雑木が伐採されていた。これ

は、動物が住めないようにして、池への動物被害を防ぐも

ので、方法としては理解できたが、環境面や景観からは

少々疑問も残ったが、休耕田を利用し、水源も沢水を取り

入れ、再び沢に戻す循環型の方式には一同に感心させられ

た。ここまで来るには、永い年月と莫大な資金。大変な工

夫と努力が費やされたものであるが、これからの内水面漁

協の向かう方向も垣間見た視察であった。　（藤田理事）

大きく変わる県の補殖委託事業大きく変わる県の補殖委託事業 待ったなし!!三次改革!!（あらまし）待ったなし!!三次改革!!（あらまし）

（林養魚場／福島県西郷村）先 進 地 視 察

規模に圧倒!!

ウライによる
サクラマス
一括採捕

（阿賀町五十沢
五十沢橋上流）

三川地区　阿　部　信　裕

三川地区の取組み

サーモンフィッシング再開を願って

自然景観が映えるフィッシング場

国

へ

の

要

望

・
自
然
再
生
や
環
境
整
備
に
配
慮
し

た
工
事

・
早
出
川
と
阿
賀
野
川
と
の
出
合
地

点
に
膨
脹
す
る
堆
積
砂
の
除
去

・
小
阿
賀
野
川
の
樋
門
、
閘
門
に
魚

道
の
設
置

・
渡
場
床
固
め
に
近
代
的
魚
道
の
設

置
・
カ
ワ
ウ
の
棲
み
か
に
な
っ
て
い
る

樹
木
伐
採
等
の
整
備

・
護
岸
工
事
完
了
後
の
残
骸
の
撤
去

（
草
水
、
釣
浜
地
区
）

新
潟
県
へ
の
要
望

・
早
出
川
ダ
ム
の
夏
期
の
適
正
な
貯

水
量
確
保
と
生
態
系
が
保
持
で
き

る
流
量
の
放
水

・
河
川
工
事
に
お
い
て
、
大
石
を
残

す
な
ど
、
魚
に
や
さ
し
い
環
境
整

備
・
農
業
・
集
落
排
水
の
汚
濁
水
流
入

防
止
策

・
農
業
用
頭
首
工
の
魚
道
整
備
改
善

・
安
野
川
の
護
岸
が
高
い
た
め
川
辺

へ
の
降
り
口
の
設
置

河
川
懇
談
会
要
望

＊
令
和
二
年
度
＊
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安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

小 野 里 建 築

㈲ＭＭ製作所

小野里　勝　敏

自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8

TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

阿賀グリーン
〒959-4605  阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://www.hokuetsu-metal.com/

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地　TEL0254-99-2618

株式会社

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

 〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

ひとと人をつなぐ総合建設業

お と り 店

遊漁証販売はこちらで

さけ・さくらます放流状況

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規
制
が
解
除
さ
れ
て
の
安

ど
感
も
つ
か
の
間
。東
京
で
は
、
連
日
二
百
人
を
超
え
る

新
規
感
染
者
が
出
て
お
り
ま
す
。

　
又
、
新
た
な
感
染
者
も
確
認
さ
れ
、
県
全
体
で
百
人
を

超
え
、ま
だ
ま
だ
収
束
の
目
途
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
中
、
今
年
も
ア
ユ
の
解
禁
を
迎
え
ま
し
た
。試

し
釣
り
は
近
年
に
な
く
良
好
で
、
大
い
に
期
待
の

膨
ら
む
と
こ
ろ
で
す
が
、
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ

ま
せ
ん
。活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
、九
州
地
方

の
河
川
氾
濫
は
尋
常
で
な
く
、
大
き
な
被
害
状
況

が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。早
期
の
復
興
と
清

ら
か
な
流
れ
が
一
刻
も
早
く
蘇
る
よ
う
念
願
し
て

お
り
ま
す
。 （
委
員
長
　
佐
久
間
勇
夫
）

～東蒲原とともに  創業七十年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新潟県東蒲原郡阿賀町五十沢1302-1
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

代表取締役 齋 藤　正 人

【さけ】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

306,067

30,758

10,252

91,407

78,844

30,996

10,989

252,564

811,877

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保 右岸

阿賀町五十沢 名知阿美橋

阿賀町五十島 耕地橋

五泉市川内地区 赤里堰堤

五泉市水戸野頭首工下流

阿賀野市百津地区

阿賀野市沢田地内

新潟市秋葉区 満願寺閘門下流

3.6

3.6

3.6

2.22

2.22

3.29

3.6

3.6

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

仙 見 川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

【さくらます】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

18,654

18,425

37,079

尾

尾

尾

阿賀町五十沢、古館

五泉市川内

3.25

3.25

新谷川

早出川

合　計

ご協賛ありがとうございました。
御社のご繁栄をお祈り致します。

（阿賀漁協役員一同）

令和２年度第五種放流計画及び実績
【アユ】

放流月日
5.18、6.2、
6.4、6.19

6.3
6.3
6.3
6.3

6.3、6.4、
6.19

5.18、6.2、6.4
6.4
6.2
5.18

放流場所
阿賀町新谷、古館、細越、
五十沢、川口 
阿賀町下綱木  
阿賀町中ノ沢  
阿賀町谷沢  
阿賀町五十島  
阿賀町津川、白崎、五十島、
五泉市馬下、論瀬
五泉市小面谷、松野  
五泉市杉川
五泉市夏針
五泉市高石  

河川名 放流量

魚  種 義務放流量 委託放流量 放流月日

11月

8月

6.19

4.17

7.14

10月

※阿賀漁協分のみです。他に阿賀野川水系遊漁券協議会分があります。
※上記の他に、やまめ 川内地区自主放流分1,800尾あり。

新 谷 川

綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川

阿賀野川

早 出 川
杉 川
仙 見 川
高 石 川
合　計

ふ な

にじます

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

444

25
25
59
25

359

142
38
20
20

1,157

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

135

110

8,135

9,135

1,849

30

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

27

20

2,010

2,010

201

10

※令和２年３月末の進捗率 29％

販　売　店 住　所 電話番号
本 間 釣 具 店 黒 崎 店

上 州 屋 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

鶴 巻 お と り

鈴 木 釣 具 店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿賀野市小松

聖 籠 町 蓮 野

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 白 崎

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

090-8683-6584

0254-27-2639

0254-94-1177

0254-94-5955

0254-99-2620

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

販　売　店 住　所 電話番号

鶴 巻 お と り

長 谷 川 お と り

長 谷 川 お と り

鮎久（五十嵐おとり）

阿賀野市小松

阿賀町広谷甲

常浪川と柴倉川

阿 賀 町 細 越

090-8683-6584

0254-95-2819

090-8007-0429

090-1533-9666

【内訳】
中間育成分556㎏、購入分220㎏、委託分
201㎏、協議会分180㎏　計1,157㎏
（義務放流288.5㎏、組合自主放流315.5㎏、
川内地区 自主放流22㎏、三川地区 自主
放流70㎏、阿賀町助成80㎏　計776㎏　
委託分201㎏、協議会分180㎏）

早出川 松野橋 アユの放流（R2.6.4）

手塩にかけた鮭稚魚放流に、感無量な増殖員

ふ化場便り

ふ

化

場

便

り

　
去
年
、
管
理
釣
り
場
で
二
十
年
以
上

ぶ
り
に
魚
が
釣
れ
た
感
触
が
う
れ
し
く
て
、

も
っ
と
楽
し
み
た
い
と
釣
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
釣
り
が
あ
る
な
か
で
も
渓
流
釣

り
に
魅
力
を
感
じ
、
初
心
者
な
が
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
情
報
を
集
め
て
安
全
第
一
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
綺
麗
で
雄
大
な
自
然
の
中
、
渓
流
釣
り
を
楽
し
め
る
こ
と

は
阿
賀
野
川
水
系
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。渓
流
釣
り
を
し

て
い
る
と
腕
や
経
験
の
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

も
っ
と
魚
影
が
濃
い
と
い
い
の
に
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
先
少
し
で
も
魚
が
増
え
る
環
境
に
な
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。 

（
下
条
地
区
・
波
多
野
　
亮
）

今
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
言
啓
上
!!

組
合
員
広
場

　
今
年
は
、鮭
も
ア
ユ
も
極
め

て
順
調
で
し
た
。大
き
な
要
因
と
し
て
、

暖
冬
少
雪
か
ら
天
候
の
安
定
。鮭
採
卵

の
技
術
向
上
と
良
質
な
ア
ユ
稚
魚
の
搬

入
な
ど
、
全
体
的
に
安
定
し
た
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
次
年
度
の
課
題
と
し
て
は
、
冬
季
間

の
管
理
体
制
と
し
て
、作
業
路
の
消
雪
・

自
動
餌
く
れ
機
の
導
入
検
討
・
池
周
辺

の
除
草
作
業
・
飼
育
間
期
の
池
利
用
な

ど
効
率
的
な
施
設
運
営
を
望
み
ま
す
。

子
供
た
ち
向
け
の
、
ミ
ニ
釣
り
堀
な
ど

も
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
効
果
的
で
は
と

思
い
ま
す
。 

（
金
子
増
殖
委
員
長
）

セブンイレブン阿賀三川店
〒959-4636 阿賀町石間3881-4

TEL　0254-92-7312

　
第
六
十
一
回
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

　新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
、書
面
議
決
へ

　全
議
案
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
る

　
待
っ
た
な
し
!!
第
三
次
改
革
に
着
手

　座
し
て
死
を
待
つ
の
か
？

　全
組
合
員
の
英
知
が
必
要

　
五
種
義
務
放
流
事
業
　
大
き
く
方
向
転
換

　補
殖
委
託
事
業
の
見
直
し
か
ら
、各
単
協
大
幅
負
担
増
へ
！

　
神
田
参
事
退
任
へ

　組
合
運
営
に
尽
力
十
一
年
間
の
功
績
に
感
謝

　功
労
金
が
付
与
さ
れ
た

　
何
と
も
や
り
切
れ
な
い
思
い
だ
。
拉
致
被
害
者
家
族
の
「
横
田
滋
さ
ん
」
が
亡
く
な
っ
た
。
な
ん
と
い
う
人

生
だ
っ
た
ろ
う
。
あ
の
国
が
拉
致
を
認
め
て
か
ら
二
十
年
。
行
方
不
明
か
ら
四
十
年
の
月
日
が
経
つ
。
何
の
た

め
の
人
生
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
と
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
で
あ
る
。
ご
子
息
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
「
一
家
族
の

問
題
で
は
な
い
。
国
と
国
と
の
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
其
の
上
で
、
国
・
政
府
を
責
め
る
文
言
は
一

切
な
か
っ
た
。
か
み
し
め
る
よ
う
に
人
に
配
慮
し
た
受
け
答
え
に
は
感
動
さ
え
覚
え
た
。

　
さ
て
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
世
界
か
ら
見
放
さ
れ
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
国
に
、
国
際
協
定
も
ル
ー
ル
も
な
い
。

日
本
人
は
、
何
時
か
ら
怒
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
他
に
も
、
韓
国
問
題
、
中
国
の
尖
閣
侵
犯
。
ロ
シ
ア

北
方
領
土
交
渉
。
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
す
べ
て
が
受
け
身
外
交
で
あ
る
。
ま
ず
、
な
す
べ
き
は
、
日
本
の
威

厳
の
復
活
以
外
に
な
い
。
日
本
人
は
、
人
を
一
に
、
己
を
二
と
考
え
る
こ
と
を
美
徳
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

世
界
に
誇
れ
る
優
れ
た
文
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
あ
の
国
に
通
用
す
る
だ
ろ
う
か
。
今
こ
そ
日
本
人
が
怒
る
時
で
あ
る
。
妻
、「
早
紀
江
さ
ん
」
も
ご

高
齢
で
、
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
先
進
国
で
あ
る
。
世
界
に
対
す
る
貢
献
度
は
、
す

べ
て
の
分
野
に
お
い
て
他
国
を
圧
し
て
い
る
。
何
も
臆
す
る
こ
と
は
な
い
。
堂
々
と
乗
り
込
ん
で
、
日
本
人
が

本
気
で
怒
っ
て
い
る
こ
と
を
。
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
が
日
本
に
あ
る
こ
と
を
。
困
窮
す
る
経
済
問
題
か
ら

餓
死
者
三
百
万
人
に
も
な
る
と
の
報
道
も
聞
く
。
時
間
の
な
い
の
は
貴
方
の
国
だ
と
。 

〈
代
表
理
事
〉

日
本
人
よ
怒
れ
!!

　各階層から来賓の皆様、そして組合関係者方々の参加を頂き、和気藹々の中、無事
挙行致すことが出来ましたことをまずもって御礼申し上げます。
　全国の内水面漁業を取り巻く環境は、益々厳しさを増し、存亡の危機といって過言
ではありません。これに加え、新型ウイルス蔓延という新たな状況の中どう組合を動
かしゆくのか。義務放流のあり方や、組合環境の変革など、大転換を求められるなか
ではございますが、組合員一丸となって頑張って参りますので今後とも変わらぬご指
導ご鞭撻をお願い申し上げます。

阿賀野川漁業協同組合法人設立60周年記念式典及び祝賀会

・平成29年度から阿賀野川を横断する（仮称）白川大橋の橋台工事に着手し、

令和１年度までに両岸の橋台２基（Ａ１・Ａ２）が完成しました。

・平成30年度から河川内のＰ２橋脚工事に着手し現在施工中です。

・河川の汚濁や周辺環境に対して最大限配慮のうえ工事を実施していますので、

引き続き工事へのご理解・ご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。

・事業位置：東蒲原郡阿賀町川口～吉津地内

・事業延長：810ｍ（うち橋梁部253ｍ）

・総事業費：約63億円（令和２年３月末時点）

・事業期間：平成23年～令和５年頃（予定）

（仮称）白川大橋進捗状況

阿賀野川漁業協同組合法人設立60周年記念式典及び祝賀会

法人設立60周年記念式典盛大に挙行!!

主要地方道 新発田津川線 白川道路 概要
川口

吉津

Ａ１橋台

Ｐ１橋脚
Ｐ２橋脚

Ａ２橋台

図１．完成イメージ

五泉市マリエール

阿賀野川水系アユ放流状況（令和２年）

資料提供：津川地区振興事務所

阿賀野川

阿賀町津川（麒麟橋下流） 90 ㎏

阿賀町白崎（舟下り乗船場） 34 ㎏

阿賀町五十島（五十島橋） 63 ㎏

五泉市馬下（馬下橋下流） 42 ㎏

五泉市論瀬（阿賀野川橋上流） 130 ㎏

新 谷 川

阿賀町新谷（キャニオンパーク下流） 30 ㎏

阿賀町新谷（金山橋） 30 ㎏

阿賀町新谷（新谷橋） 42 ㎏

阿賀町古館（古館橋） 38 ㎏

阿賀町細越（細越橋） 38 ㎏

阿賀町五十沢（名知阿美橋） 125 ㎏

阿賀町五十沢（五十沢橋） 90 ㎏

阿賀町川口（寿橋） 51㎏

綱 木 川

阿賀町綱木（下綱木大橋） 25 ㎏

中ノ沢川

阿賀町中ノ沢（上島橋） 25 ㎏

谷 沢 川

阿賀町谷沢（谷沢橋） 25 ㎏

阿賀町谷沢（新栄建設資材置場裏） 34 ㎏

五十母川

阿賀町五十島（五十島地先） 25 ㎏

高 石 川

五泉市高石（高石川橋） 20 ㎏

早 出 川

五泉市小面谷（中川原橋） 42 ㎏

五泉市松野（松野橋上流） 40 ㎏

五泉市松野（新水橋） 60 ㎏

杉　　川

五泉市杉川（春水橋） 38 ㎏

仙 見 川

五泉市夏針（河川公園前） 20 ㎏

令和２年の阿賀野川水系総放流量は、1,788㎏です。

内訳は右記のとおりです。

●本流域　468㎏（谷沢川/中ノ沢川/五十母川を含む）

●早出川　220㎏（杉川/仙見川/高石川/川内地区自主放流22㎏を含む）

●新谷川　469㎏（綱木川/三川地区自主放流70㎏/阿賀町80㎏を含む）

●常浪川　631㎏（東蒲漁協）

和やかに60年を振り返る 阿賀野川混声合唱団による演奏


